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2
0
1
7
年
7
月
、国
連
に
お

い
て「
核
兵
器
禁
止
条
約
」が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
そ
の

採
択
に
貢
献
し
た
国
際
N
G
O 

I
C
A
N（
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）が
2
0
1
7
年

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。今
、国
際
社
会
は
人
類
共

存
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
大
き
く
動
い
て

い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、I
C
A
N
国
際

運
営
委
員
の
川
崎
哲
さ
ん
を
は

じ
め
、第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
講
師
か
ら
、核
兵
器
廃
絶
運
動

の
歩
み
や
平
和
構
築
へ
の
取
り
組

み
な
ど
を
学
ぶ
連
続
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。川
崎
さ
ん
に
は

他
の
講
師
陣
の
紹
介
も
し
て
頂

い
た
こ
と
か
ら
、こ
の
講
座
は「
川

崎
塾
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

若
者
の
声

毎
回
講
義
終
了
後
に
は
、学
生

を
中
心
と
し
た
参
加
者
数
人
と

講
師
と
に
よ
っ
て
、よ
り
近
い
距

離
で
の
話
が
で
き
る
よ
う
に
茶

話
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。学
生
た

ち
か
ら
は「
平
和
や
原
爆
の
問
題

を
考
え
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思

う
。で
も
友
人
と
そ
の
話
を
し
よ

う
と
す
る
と
、〝
怖
く
て
重
す
ぎ

る
〞
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
」と
い

連続講座

各
回
の

概
要

川崎塾
核兵器のない世界をつくるには

　2018 年 7 月から月に 1 度、

核のない平和な世界を考える連続講座が

神戸において開催されました。

「核兵器禁止条約」についてもっと知る
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1970 年に発効したNPT（核兵器不拡散
条約）は、すでに核兵器を保有しているアメ
リカなど5か国以外の保有を禁止する条約
です。核兵器禁止条約は ICANの主導的
な役割により、122ヵ国の賛成を得て採択
された全面的な非核化を目指す国際法で、
発効には50カ国以上の批准が必要です。
しかし、残念ながら発効には至っていません。
川崎さんは、日本も賛同する世論を広めて
いってほしいと、話しました。

川崎塾①

川崎塾⑦ 川崎塾②川崎塾⑤
ヒバクシャ国際署名キャンペーンは、核兵器
禁止条約の発効を目指す活動です。
核兵器は大量破壊兵器の１つですが、甚大
な放射能の被害が残ります。日本は被爆国
です。広島・長崎で被爆された人たちの体
験を聞き世界に届けることで、条約発効の
後押しができます。署名はクラシックな方法
かもしれませんが、多くの人の思いを届ける
ことができます。林田さんは、核兵器廃絶を
夢にしない、非力かもしれないが続けていき
たいと、話しました。

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
前
理
事
長

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

リ
ー
パ
ー
さ
ん

世界は貧困、核兵器、海洋破壊、地球温
暖化などで深刻な状況に直面していますが、
核問題の解決が最優先です。広島 100 個
分の原爆で500 万トンの黒い灰が成層圏を
覆い、作物は穫れなくなります。原発がコン
トロールできなくなれば、放射能により人は
住めなくなります。「私は日本が核兵器禁止
条約にサインしていないことを心配していま
す。日本が賛同するようになるには、どう動
けばよいでしょうか」と、リーパーさんは問い
かけました。

世界各地への平和の船旅、出会い、学び、
行動の場を提供し続けているピースボート。
その中の「おりづるプロジェクト」では、核
兵器の非人道性を世界に訴えるため、ヒロ
シマ、ナガサキの被爆者とともに語り続け、
船内そして寄港地では世界の核や戦争の被
害者との連帯を強めています。また、おりづ
るユース特使の派遣など多様な関わりを広
げていますと、野口さんは話しました。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リ
ー
ダ
ー

林は
や
し
だ田	

光み
つ
ひ
ろ弘

さ
ん

2018年 7月 29日（日）  
コープこうべ生活文化センター

2018年 10月 27日（土）  
コープこうべ住吉事務所

2018年 11月 17日（土）  
神戸市外国語大学

2018年 8月 25日（土）  
コープこうべ生活文化センター
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SPECIAL REPORT 　連続講座 川崎塾

神戸市立六甲アイランド高等学校 3年生の水田有
希乃さんは、東日本大震災で傷ついた福島の子ど
もたちの悲痛な叫びに心を痛め、核・原子力とどう
向き合ったらいいのか疑問を持っていました。川崎
塾に参加することで、高校生の自分にもできることを
考え始め、世界を平和に導くためのツールとして〝バ
ウムクーヘン″を使うことを思いつきました。
ドイツの代表的なお菓子であるバウムクーヘンが
1919 年に日本で初めて紹介されたのは、広島県
物産陳列館（現在の原爆ドーム）。その後、神戸の店で売られるようになりました。
水田さんはいろいろなことを知るうちに、川崎塾での学び（広島の原爆のことなど）
と神戸、そして福島をつなぐ輪に気づきました。お菓子を通して福島を支援し、未
来の恒久平和を目指す「輪と和」プロジェクトがこうして生まれ、同じ高校の仲間
と共に、和やかな輪を多くの人に広げる活動をしていこうとしています。

「輪と和」プロジェクト
～バウムクーヘンがつなぐ笑顔～

奥本さんの専門は、平和学、紛争解決学、
平和ワークにおける芸術アプローチなどで
す。紛争などの見える暴力のみならず、さま
ざまな形の目に見えない暴力がなくなること
を目指す平和学に取り組んでいます。
核問題を平和学の面から捉え、この視点
から、核兵器のない世界をつくるためには、
加害者・被害者の対立で捉えるのではなく、
対話モードに移行することで平和を構築する
ことができると話しました。

ピ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
森
俊
英
事
務
局
長

（
浄
土
宗
正
明
寺
住
職
）
に
は
運
営
に
あ
た

り
数
々
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
は
、
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
平
和
や
人
道

的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
、
事
務
局
と
し
て
こ
の
川
崎

塾
に
協
力
し
ま
し
た
。

主催   ふらっとピースネットこうべ
協力  コープこうべ・（公財）神戸 YMCA・（公財）神戸

YWCA・賀川記念館・神戸市外国語大学・神戸
栄光教会社会委員会・ピースプラットホーム・兵庫
県ユニセフ協会

川崎塾に参加した高校生からの提案
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川崎塾⑧
2019 年 2月現在、核兵器禁止条約の署
名国は70ヵ国、批准国は22ヵ国です。
川崎さんは、核兵器を開発・製造する企業
に対して融資をしないことを決めた銀行を例
に、社会的な取り組みや世論が世の中を変
えていくと話しました。また、条約の発効に
向けて、『軍縮のためのアクション：あなたに
もできる10のこと』を紹介し、「情報収集
を絶やさないようにしよう。考えを発信しよう」
など、私たちがどのようなアクションをおこせ
ばよいかを具体的に提示しました。

川崎塾⑥ 川崎塾④

1953 年 38 歳で亡くなった被爆者詩人・
峠 (とうげ )三吉 (さんきち)さんと彼の詩「仮
繃帯所 (かりほうたいじょ)にて」を紹介。
仮繃帯所は女学生たちが軍服などを作って
いた陸軍の建物です。爆風によって割れた
ガラスや数知れない数のミシン針が若い乙
女の身体を突き刺し、その命を奪った原爆
の様子を生 し々く描いたものです。相原さん
は、被爆後帰国した韓国の人々の支援にも
ふれ、原爆という非人道的な兵器の恐ろしさ
を改めて訴えました。

川崎塾⑦

※川崎塾③　
2018 年 9月30日（日）に予定していました藤
森俊希さん（日本被団協事務局次長）の講演会
は台風 24 号のため中止になりました。
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援
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2018年 12月 15日（土）  
神戸市外国語大学

2019年 2月 23日（土）  
神戸栄光教会

2019年 1月 14日（月・祝）  
兵庫県民会館

う
も
ど
か
し
い
思
い
が
何
度
も
発

せ
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
、被

爆
者
で
あ
る
2
人
の
参
加
者
か

ら
は「
原
爆
が
実
際
に
使
用
さ
れ

た
現
実
は
、重
す
ぎ
る
ほ
ど
重
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ

し
い
」。「
こ
れ
は
あ
な
た
た
ち
世

代
の
問
題
で
す
。あ
き
ら
め
ず
に

関
わ
り
続
け
て
ほ
し
い
」と
い
う

声
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

川
崎
塾
に
は
、若
い
人
々
に
核
兵

器
廃
絶
へ
の
問
題
意
識
を
高
め
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
趣
旨
が
あ
り

ま
し
た
が
、回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
、中
・
高
年
齢
層
の
人
々
の「
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」と
い
う

危
機
感
も
引
き
出
さ
れ
、世
代
を

超
え
た
共
通
の
思
い
が
生
ま
れ
て

き
た
よ
う
で
し
た
。
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NGO ネパール虹の家
ネパール大地震の被災地で、親を亡くした
子どもたちへの教育やコミュニティづくり、
女性の自立を支援しているNGO。女性
ソーイングプロジェクトによる製品を販売。

https://meigen.moo.jp/rainbow-house/

ルワンダの教育を考える会
ルワンダの平和に寄与することを目的に設立。内戦で
心身ともに傷ついた子どもたちにさまざまな教育支援
をしている。ルワンダのコーヒーや紅茶などを販売。

amani-ya.com/about.htmlwww.rwanda-npo.org/

ユニセフコーナー
支援物資の展示と SDGsボーリングゲー
ムを通して楽しくユニセフ活動を紹介。

やんだくない
「嫌ではないよ」という気持ちを名前に
したコープこうべ元組合員理事たちによ
るチーム。東北の商品を販売し被災地を
支援している。

国際居住研究会 
ソルト学生支部

フィリピンのごみ山周辺のスラムに暮ら
す子どもや女性への教育や職業の支援な
どを行っている同志社大学の学生団体。
女性たちが刺繍したタオルなどを販売。

https://mobile.twitter.com/
doshisha_salt

ユニセフ兵庫ニュース vol.58

 特集  E V E N T  R E P O R T

jam tun
始まりはアフリカのごみ問題。飲料水のビ
ニール袋やアフリカの布を使った製品作り
は、住民の雇用と収入につながっている。

https://facebook.com/jamtun.africa/

神戸 YJB
「神戸ヤングじじばばの会」。児童館を中
心に遊びの体験活動で子どもたちと交流
をしている。バルーンアートは子どもたち
に大人気。

Y
イ ェ レ コ バ
ELEKOBA

ミジュラ族の言葉で「満面の笑み」という意味
の団体名。ブルキナファソのアーティストたち
の手の中で生まれた布雑貨やアクセサリーを
販売。

ティンカーベル
阪神淡路大震災をきっかけに
生まれ、神戸市を中心に活動
するジュニアコーラス ･ティン
カーベル。平和への祈りを込
めた少年少女合唱団の澄んだ
歌声が広がりました。

講演会、響き渡る歌声、アフリカ太鼓、
支援につながるお買い物、おしゃべりタイム。
たくさんの出会いから生まれたエネルギーを

みなさんにもお届けします。
4、5 ページではブース & パフォーマンス、

6 ページでは講演の内容を紹介します。

第17回

世界のともだちと
心をつなごう

午前の部
■オープニング
　シリアの子どもたちから世界へ
　歌のメッセージ「心の鼓動」
■講演会
　「持続可能な未来とユニセフ」
　関西学院大学SGU招聘客員教授
　久木田純さん
■募金贈呈式
■各ブース紹介

フリータイム
■昼食 & 交流

午後の部
■パフォーマンス
　ジュニアコーラス　ティンカーベル
　アフリカ太鼓　BALANGOMA

■クロージング
　兵庫県ユニセフ協会専務理事　　 
　中川寿子　あいさつ

プログラム

　　　Data イベントデータ

期　間 3月16日（土）
会　場 コープこうべ生活文化センター
 （神戸市東灘区）
参加者 300人
主　催 兵庫県ユニセフ協会
協　賛 （公財）神戸 YMCA、（公財）神戸 YWCA
後　援 兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、（公財）兵庫県国際交流協会、
 JICA関西、兵庫県子ども会連合会、コープこうべ

B O O T H  &  P E R F O R M A N C E
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認定 NPO 法人 Future Code 
学生部 BYCS

「世界中の医療に未来への鍵を」を合言
葉に、ハイチ、バングラデシュ、ブルキ
ナファソなどの災害・貧困地域で医療・公
衆衛生・教育などの支援をしている。商
品化されたばかりのブルキナファソ産のシ
アバターを使ったハンドクリームを販売。

http:// www.facebook.com/fcbycs/

CHA
カンボジアの地雷被害やポリオによる
女性障がい者が、洋裁技術を習得して
自立できるように支援しているNGO。
カンボジアシルクの品々を販売。

thana0417.wixsite.com/chajapan

アマニ・ヤ・アフリカ
スワヒリ語で「アフリカの平和」という意
味の団体名。ケニアのストリートチルドレ
ンへの教育・経済的自立支援、文化交流
を通して、共に生き、共に成長し合える活
動をしている。職業訓練所卒業生やスラム
の住民が作ったグッズを販売。

amani-ya.com/about.html

賀川記念館
賀川豊彦とその仲間たちによる
働きと志を引き継ぐ地域福祉コ
ミュニティセンター。岩手県宮
古支援の商品を販売している。

core100.net

よ
り
よ
い
世
界
に

向
か
う
よ
う

わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
一
歩
を
。

アフリカ太鼓
BALANGOMA
ブルキナファソ出身の
アーティスト ベノワ・ミ
ロ ゴ さ ん と、 日 本 人
パーカッショニスト 山
北紀彦さんのユニット
BALANGOMA。アフリ
カの楽器と太鼓の躍動感
あふれるリズムや音に参
加者の体もひとりでに動
いていました。

参加団体 

（敬称略、順不同）
・伊藤ハム株式会社
・コープこうべ
・コープこうべユニオン　  
・神戸市立鷹取中学校
・ティンカーベル

募金贈呈式

▼総合司会の
　萬谷美里さん

明石高専防災団 D-PRO135°
防災士の資格を取得した学生による防災団。防災について楽しく
学べるゲームの製作や、さまざまな防災活動に取り組んでいる。

https://sites.google.com/view/d-pro135/

石光商事
「ともに考え、ともに
働き、ともに栄えよう」
の理念のもと、各国の
コーヒー豆・食料品・
雑貨などの直輸入や
販売を行っている。フ
リータイムには薫り高
いコーヒーを提供。

www.ishimitsu.co.jp

学生団体 SMILE
‘全ての人にイキテルを。’という理念のもとに、すべての若者
が安心して輝ける居場所のある社会のために活動している。
ネイル、ハンドマッサージを通して温かい気持ちの交流を。

https://smile-memory.jimdo.com/

ミャンマー関西
ミャンマーの子どもたちや在日ミャンマー人に対する支援をしている。神戸
市立科学技術高等学校の「空飛ぶ車椅子」の取り組みとの協力を紹介。

https://www.facebook.com/people/ ミャンマー関西 /10000943

B O O T H  &  P E R F O R M A N C E
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人
生
1
0
0
年
計
画
　

久
木
田
さ
ん
は
、自
分
の
人
生
は
自
身

で
考
え
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

1
0
0
年
計
画
を
作
り
ま
し
た
。計
画

の
基
本
と
な
る
考
え
方
は
自
分
の
成
長

と
幸
せ
の
確
保
、豊
か
さ
と
平
和
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
地
球
社
会
が
存
続
す
る

こ
と
。具
体
的
に
は
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
働
き
世
界
の

諸
問
題
の
解
決
を
進
め
る
こ
と
で
し
た
。

31
歳
で
国
連
職
員
と
な
り
、子
ど
も
の

権
利
を
保
護
し
、子
ど
も
た
ち
の
潜
在

的
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な

世
界
を
目
指
す
機
関
、ユ
ニ
セ
フ
で
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

20
世
紀
が
作
り
出
し
た
世
界
と

問
題

20
世
紀
は
マ
ネ
ー
中
心
の
資
本
主
義
産

業
社
会
。市
場
経
済
化
が
進
む
中
で
石

炭
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量
に
採

掘
し
、大
量
生
産
、大
量
消
費
、大
量
廃

棄
が
進
み
、生
活
も
豊
か
に
な
り
そ
れ

な
り
に
改
善
し
ま
し
た
。

経
済
学
者
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
は
、「
投
資

を
す
る
ほ
う
が
経
済
成
長
よ
り
も
高

い
率
で
儲も
う

か
り
、投
資
す
る
金
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
だ
け
が
も
っ
と
儲
か
っ

て
い
く
」と
、説
い
て
い
ま
す
。日
本
は

G
D
P
で
は
世
界
上
位
5
％
に
い
ま

す
が
、世
界
の
半
分
以
上
が
食
べ
物
も

医
療
費
も
賄
え
な
い
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。富
が
富
裕
層
に
吸
い
上
げ
ら
れ

る
と
い
う
不
公
平
な
構
造
が
、暴
力
で

破
壊
し
て
し
ま
え
と
い
う
考
え
方
を
生

み
、原
理
主
義
や
テ
ロ
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。一
番
問
題
な
の
は
、未
来
を

支
え
る
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち
の
能
力

が
高
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

21
世
紀
は
ど
う
な
る
か

人
生
1
0
0
年
時
代
の
到
来
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
は
長
生
き
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

21
世
紀
は
、A
I
と
か
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス

な
ど
の
爆
発
的
技
術
革
新
が
起
き
る

こ
と
で
仕
事
や
ス
キ
ル
の
ニ
ー
ズ
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。マ
ネ
ー
中
心
の
常
に

成
長
を
目
指
す
社
会
で
は
な
く
、人
間

関
係
や
幸
福
感
、多
様
な
生
き
方
を
重

視
す
る
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
地
球
温
暖
化
で
す
。海
水
面

が
上
が
り
、東
京
も
半
分
く
ら
い
は
沈

む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ス
ー
パ
ー
台
風
の

発
生
に
よ
り
、イ
ン
フ
ラ
が
損
壊
し
て
い

ま
す
。今
、省
エ
ネ
や
低
炭
素
生
活
の
実

現
な
ど
の
温
暖
化
対
策
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
の

S
D
G
s

最
初
に
確
実
に
す
べ
き
こ
と
は
、貧
困
層

を
支
援
し
て
格
差
の
構
造
を
変
え
る
こ

と
。そ
の
た
め
に
も
富
裕
層
は
公
平
な

分
配
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
は
平
和
。ガ
ン
ジ
ー
は「
あ
な

た
が
望
む
変
化
に
あ
な
た
自
身
が
な
り

な
さ
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の

生
活
を
見
直
し
て
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
平
和
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
5
年
の
持
続
可
能
な
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。地
球
の
た

め
に
豊
か
さ
の
た
め
に
平
和
の
た
め
に

ど
う
し
た
ら
良
い
か
、ど
う
や
っ
て
み
ん

な
が
協
力
す
る
の
か
、な
ど
を
す
べ
て
考

え
持
続
可
能
な
開
発
目
標
S
D
G
s

が
で
き
ま
し
た
。

S
D
G
s
に
は
世
界
の
問
題
す
べ
て
が

と
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
解
決

し
な
い
と
人
類
の
将
来
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
は
や
る
し
か
な
い
の
で
す
。

S
D
G
s
達
成
と
ユ
ニ
セ
フ
の

役
割

1
9
8
0
年
か
ら
15
年
間
ユ
ニ
セ
フ
の

事
務
局
長
を
務
め
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ・
グ
ラ

ン
ト
は「
世
界
の
子
ど
も
の
心
身
や
情

緒
の
発
達
を
守
り
、そ
れ
に
投
資
す
る

こ
と
を
最
優
先
に
し
な
け
れ
ば
、世
界

の
問
題
と
危
機
は
解
決
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
」と
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
ま
し
た
。

S
D
G
s
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
心
と

体
、家
庭
・
社
会
・
自
然
な
ど
彼
ら
を
取

り
巻
く
環
境
も
含
め
て
改
善
す
る
こ
と

に
、初
め
て
総
合
的
に
取
り
組
め
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。人
類
存
続
の
カ
ギ

は
、世
界
の
子
ど
も
の
健
全
な
発
育
と

問
題
解
決
能
力
に
あ
る
の
で
す
。

講演会

持続可能な未来と
ユニセフ

関西学院大学 SGU招
しょうへい

聘
客員教授　　
久木田  純さん
1986年より国連職員としてモル
ディブ、東京、ナミビア、バングラ
デシュ、ニューヨークと、世界各
地のユニセフ事務所で働き、東
ティモール事務所とカザフスタ
ン事務所では代表として勤務。
2015年より現職。

Profile プロフィール

21
世
紀
の
今
、
地
球
温
暖
化
、
難
民
、
テ
ロ
、
核
汚
染
の
リ
ス
ク
、

貧
富
の
格
差
拡
大
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

自
ら
の
経
験
を
通
し
た
視
点
か
ら
、

私
た
ち
自
身
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

L E C T U R E



- 7 -

活動ファイル　2019年 1月～ 4月

募金していただいた学校・団体（2018年 11月～ 2019年 2月） 

兵庫県ユニセフ協会を通して募金いただいた学校・団体のお名前を
記載しています。（敬称略、順不同）

西神戸教会女性会、ガールスカウト兵庫県第11団、いなみ野学園大学
自治会、㈱産業経済新聞社、渦森台福祉サークル、㈱甲南エステート、
西宮市立深津小学校、（社福）イエス団友愛幼児園、かしもと整形外科
医院、A-Bridge CUP実行委員会、啓明学院、港島自治連合協議会、育
英高等学校
外貨募金：姫路城を守る会　　　　　ご協力ありがとうございました。

Activities File

Activities List

活動ファイル
兵庫県ユニセフ協会の活動履歴

2019 年 1月〜4月

活 動 一 覧

学習会訪問一覧
    月 日 訪問先 対象 人数
1月21日 あしやキッズスクエア（岩園小学校） 小学1～6年　 13

2月  7日 宝塚市立まいたに人権文化センター 小学1～6年 32

2月26日 姫路市立妻鹿小学校　 6年生 39

3月  9日 三田市こうみん未来塾　 幼～中学1年 13

3月26日 あしやキッズスクエア（潮見小学校） 小学1～6年 30

4月  7日 ボーイスカウト姫路第16・18団 小学1～5年・大人 38

地域活動一覧   　     　　　　　　   ＊ブース出展
    月 日 イベント名
1月14日　 川崎塾⑦
1月19日　 コープこうべ第2地区平和のつどい「地球のステージ」

（西宮市）
＊

2月5日       　　　
　～24日　

ユニセフ写真展　言葉より多くを物語るもの　　　　　
～ロヒンギャ難民の子どもたちを癒す「心のケア」～

2月10日 2019ユニセフカップ　神戸バレンタイン・ラブラン ＊
2月～3月　 カレンダー募金
2月23日 川崎塾⑧
2月24日 コープファミリーフェスタ（西宮市） ＊
3月  9日　 祭inすみよし ＊
3月10日 神戸国際交流フェア ＊
3月16日 ユニセフのつどい ＊
3月17日 コープこうべ第4地区平和のつどい（神戸市） ＊
3月24日 コープこうべ大阪北地区　　　　　　　　　　　　

平和のつどい「地球のステージ」（豊中市）
＊

4月  7日　 2019ユニセフカップ　芦屋さくらファンラン ＊
4月27日　 2019国際理解講座①

ユニセフ写真展  
  

言葉より多くを物語るもの  
～ロヒンギャ難民の子どもたちを癒す「心のケア」～

期　間　  2月 5日（火）～ 2月 24日（日）
会　場 コープこうべ生活文化センター 1階展示場

2017年 8月以降、ミャンマーの少数民族ロヒンギャの人た
ち 70万人以上が隣国のバングラデシュに逃れ、難民になっ
ています。
ユニセフはパートナー団体と共に、子どもたちが安心して自
由に過ごせる「子どもにやさしい空間」を難民キャンプに約
370カ所設置しました。子どもたちが経験した恐怖は決して
消えることはありませんが、安心して遊べる場所で感情を表現
し、笑顔を取り戻していく姿は、未来への希望です。

1

◀︎ 学習センターで「子どもの
安全」に関する劇を披露
する12歳のロビ・アラム君
（2017年 9月）

カレンダー募金
日　時　  2月～ 3月　　
会　場 コープこうべ生活文化  
 センターなど

今年も文具専門店伊東屋から寄付されたさまざまなデザイン
のカレンダーを、「カレンダー募金」として格安で提供しまし
た。ご協力ありがとうございました。

2

2019ユニセフカップ
神戸バレンタイン・ラブラン  
芦屋さくらファンラン

日時 /会場   2月10日（日）/ 神戸ポートアイランド市民広場
　　　　　   4月   7日（日）/ 芦屋中央公園

ユニセフの活動を支援するマ
ラソン大会が今年も開催さ
れ、市民ランナーが神戸と芦
屋の街を駆け抜けました。神
戸では「戦争、災害、貧困
に苦しむ子どもたちに愛の手を」、芦屋では「教育をすべての
子どもたちに」をテーマに掲げ、参加料の一部を寄付していた
だきました。また、神戸では 1個につき10円の募金になるパ
ンの販売、芦屋ではクイズなどで会場の皆さんと触れ合うこと
ができました。ありがとうございました。

3

©UNICEF/UN0126290/Brown
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参加費
無料

募集中！

ユニセフ募金 Donations For Unicef

通常募金
通信欄記載事項 振替口座 手数料

K1-280兵庫 00190-5-31000 免除

緊急・復興募金
通信欄記載事項 振替口座

ロヒンギャ難民 ロヒンギャ
K1-280兵庫

00190-5-31000

シリア シリア
K1-280兵庫

00190-5-31000

アフリカ栄養危機 アフリカ
K1-280兵庫

00190-5-31000

自然災害 自然災害
K1-280兵庫

00190-5-31000

人道危機 人道危機
K1-280兵庫

00190-5-31000

＊共通口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会
＊手数料免除

ユニセフ兵庫ニュース

vol.58
ユニセフ兵庫ニュース W ish
2019年 5月発行
発　行 ：兵庫県ユニセフ協会
住　所 ：〒 658-0081 
 　神戸市東灘区田中町 5-3-18  
    コープこうべ生活文化センター 4F
電　話 ：078-435-1605（平日10:00～ 16:00）
 F A X ：078-451-9830

●最新の情報はホームページで
　http://www.office-bit.com/unicef-hyogo/

●兵庫県ユニセフ協会への案内図

N

十
二
間
道
路住吉駅住吉神社

JR

山 手 幹 線

シーア

西館

魚崎駅

コープ岡本

至大阪

阪神電車

交番

住
吉
川

東灘区役所
東灘消防署

東灘区民センター東灘区民センター

至三宮至三宮 阪急電車

コープリビング甲南灘高校

国 道 2 号 線国 道 2 号 線

コープこうべ
住吉事務所

兵庫県ユニセフ協会
（コープこうべ生活文化センター）

JR住吉駅下車、南東へ徒歩約8分 

摂津本山駅

岡本駅

住吉駅

魚崎駅住吉駅

六
甲
ラ
イ
ナ
ー

兵庫　ユニセフ 検索

賛助会員として活動
を支えて下さる方を
募集しています。

News  お知らせ

神戸まつりパレードに参加します
日時 5月19日（日）

福島の子ども保養プロジェクト
in よしまキャンプ
期間 7月 27日（土）～ 8月1日（木）

　学習会の講師派遣を行っています。　
お気軽にお問い合わせください。

ユニセフ出前学習会

お申込み、お問い合わせ先　　事務局  078-435-1605

Join Us  主催イベント 詳細はHPをご覧ください。
どなたでもご参加いただけます。

※この事業は（公財）兵庫県国際交流協会民間国際
交流事業の助成を受けています。

調べてみよう！ 体験してみよう！ 実験してみよう！

水の教室
日時 8月 3日（土）10：30-12：30
会場 国営明石海峡公園神戸地区あいな

里山公園
共催 あいな里山公園
自然豊かなあいな里山公園で、井戸や池で
の水汲み・水運びを体験。汲んだ水を使って
のろ過実験。水を手に入れるために苦労して
いる開発途上国の人々の生活の一端を体験
します。

2019 国際理解講座②
「IS は終わったのか」
日時 6月 22日（土）13：30-15：30
会場 コープこうべ生活文化センター
講師 玉本英子さん

（フリージャーナリスト。
アジアプレス 大阪
オフィス所属）
中東地域を中心に戦
争や紛争地など戦火
の中の市民を視点に
20年以上にわたって取材。テレビ、新聞、
講演会などで現地の様子を伝えています。

公演「世界に目を向けよう」

日時 6月 8日（土）13：00 ～ 15：30
会場 百合学院（尼崎市）
出演 永

と わ り

遠瑠マリールイズさん   
（ルワンダの教育を考える会理事長）

 マニ・マーティンさん  
（ルワンダ出身のアーティスト）

主催 コープこうべ第1地区活動本部 平和の会
共催 兵庫県ユニセフ協会
「ルワンダ今昔物語」と題したマリールイズさ
んの講演と、マーティンさんの平和のメッセー
ジをのせた歌をおおくりします。

ユニセフ七夕セミナー
基調講演「子どもの権利
条約と SDGs（仮）」
日時 7月 27日（土）12：00 ～ 16：30
会場 中央電気倶楽部（大阪市北区）
講師 浜田進士さん   

（自立援助ホーム「あらんの家」ホーム長）
主催 大阪ユニセフ協会
共催 ユニセフ七夕ネットワーク
その他、学生による実践報告があります。

2019 国際理解講座③
「生きるって、 なに？」
日時 9月 21日（土）14：00 ～ 15：30
会場 あかし保健所 1階   

多目的ホール
講師 たかのてるこさん  

（地球の広報・   
旅人・エッセイスト）

共催 コープこうべ第 6   
地区活動本部

講演「核兵器をなくすために」
日時 8月 31日（土）
会場 未定
講師 中村桂子さん（長崎大学核兵器廃

絶研究センター准教授）
共催 コープこうべ、兵庫県ユニセフ協会

ユニセフ
ひょうご
サポーター

ユニセフ
ボランティア

「できる人が できる
時に できることを」
一緒にしませんか。

夏休みの

宿題に

ぴったり！


